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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露光されることにより画像データを生成する撮像手段と、
　前記撮像手段により生成された画像データに基づいて動画像を表示可能な表示手段と、
　ユーザによる設定を受け付ける設定手段と、
　前記撮像手段を露光する時間をシャッタスピードに応じて調整するシャッタと、
　前記設定手段を介してユーザにより設定された露光に関する設定に応じて、前記シャッ
タスピードを決定する決定手段と、
　前記撮像手段及び前記表示手段を制御する制御手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記決定手段により決定されたシャッタスピードに対応した露光時間
で露光されるよう前記撮像手段を制御し、さらに、前記決定されたシャッタスピードに応
じて前記表示手段における動画像表示のフレームレートを変更し、
　前記制御手段は、前記撮像手段により連続的に生成された画像データの中の一部の画像
データを前記表示手段に表示させるようにする制御と、前記連続的に生成された画像デー
タの全部を前記表示手段に表示させるようにする制御とを切り替えることにより、前記動
画像表示のフレームレートを変更し、さらに、
前記決定手段により決定されたシャッタスピードが所定の基準値よりも速い場合には、前
記撮像手段により連続的に生成された画像データの中の一部の画像データに基づいて動画
像を表示するように前記表示手段を制御する、
　撮像装置。
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【請求項２】
　前記表示手段は、所定のフレームレートで動画像を表示可能であり、前記所定の基準値
は前記所定のフレームレートで１フレームを表示する時間に対応した値である、請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記決定手段により決定されたシャッタスピードが、前記所定の基準
値よりも遅い場合には、前記撮像手段により連続的に生成された全ての画像データに基づ
いて動画像を表示するように前記表示手段を制御する、
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記表示手段は所定のフレームレートで動画像を表示可能であり、前記所定の基準値は
前記所定のフレームレートで１フレームを表示する時間に対応した値である、請求項３に
記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、前記撮像手段を連続的に露光し、複数の画像データを連続的に生成す
るように前記撮像手段を制御する制御と、前記撮像手段の停止期間を設けて前記撮像手段
を間欠的に露光し、複数の画像データを間欠的に生成するように前記撮像手段を制御する
制御とを切り替えることにより、前記フレームレートを変更する、請求項１記載の撮像装
置。
【請求項６】
　前記表示手段は、前記撮像手段で実際に撮像された画像データの全部または一部を連続
的に表示することにより動画像を表示する、請求項１記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記露光に関する設定は、少なくとも、絞り、シャッタスピードまたはＩＳＯ感度に関
する設定を含む、請求項１記載の撮像装置。
【請求項８】
　所定のフレームレートで前記表示手段における動画像表示が行われる第１の表示モード
と、前記決定手段により決定されたシャッタスピードに応じて前記表示手段における動画
像表示のフレームレートが変更する第２の表示モードとを有する、請求項１記載の撮像装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１は、撮影状態を変更可能なカメラを開示する。撮影状態には、絞り値、シャ
ッタスピード、フィルタ特性、及びフィルムの感光特性が含まれる。このカメラは、設定
されている撮影状態に応じた明るさに補正した画像を、ファインダを介してユーザに確認
させることが可能である。これにより、ユーザは、写真を撮影する前に、実際に撮影した
場合に得られる、写真の明るさを確認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平６－３５０８８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に開示されているカメラは、実際に撮影したときに得られる
写真の明るさについて事前にユーザに確認させることはできるが、それ以外の写真の状態
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についてユーザに確認させることは出来なかった。
【０００５】
　本発明は、実際に撮影した場合の写真の明るさ以外の条件について調整した画像をユー
ザに事前に確認させることを可能とする撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明にかかる撮像装置は、露光されることにより画像データを生成する撮像手段と、
撮像手段により生成された画像データに基づいて動画像を表示可能な表示手段と、ユーザ
による設定を受け付ける設定手段と、撮像手段を露光する時間をシャッタスピードに応じ
て調整するシャッタと、設定手段を介してユーザにより設定された露光に関する設定に応
じてシャッタスピードを決定する決定手段と、撮像手段及び表示手段を制御する制御手段
とを備える。制御手段は、決定手段により決定されたシャッタスピードに対応した露光時
間で露光されるよう前記撮像手段を制御し、さらに、その決定されたシャッタスピードに
応じて表示手段における動画像表示のフレームレートを変更する。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、実際に撮影した場合の写真の明るさ以外についても調整した画像をユ
ーザに事前に確認させることができる撮像装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】実施の形態１にかかるデジタルカメラの構成を示すブロック図
【図２】実施の形態１にかかるデジタルカメラの背面構成を示す模式図
【図３】実施の形態１にかかるデジタルカメラにおけるシャッタスピード・プレビューモ
ードのフローチャート
【図４】実施の形態１にかかるデジタルカメラにおけるシャッタスピード・プレビューモ
ードを説明するための模式図
【図５】実施の形態１にかかるデジタルカメラにおけるシャッタスピード・プレビューモ
ードへの移行を説明するためのフローチャート
【図６】実施の形態２にかかるデジタルカメラにおけるシャッタスピード・プレビューモ
ードを説明するための模式図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、添付の図面を参照して好ましい実施の形態を説明する。
【００１０】
１．実施の形態１
　１－１．概要
　以下に説明するデジタルカメラ（撮像装置）は、ユーザによる、絞り値及びシャッタス
ピード等の設定が可能である。デジタルカメラは、設定された絞り値及びシャッタスピー
ド等に基づき生成され得る画像を表示モニタに表示可能である。これにより、ユーザは、
実際に写真撮影を行う前に、大体どのような写真を撮影することができるのかを確認する
ことができる。
【００１１】
　１－２．構成
　１－２－１．ブロック図
　本実施の形態のデジタルカメラの構成を説明する。図１は、デジタルカメラの構成を示
すブロック図である。デジタルカメラ１００は、１又は複数のレンズからなる光学系１１
０により形成された被写体像をＣＣＤイメージセンサ１４０で撮像する。ＣＣＤイメージ
センサ１４０で生成された画像データは、画像処理部１６０で各種処理が施され、メモリ
カード２００に格納される。以下、デジタルカメラ１００の構成を詳細に説明する。
【００１２】
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　光学系１１０は、ズームレンズやフォーカスレンズから構成される。ズームレンズを光
軸に沿って移動させることにより、被写体像の拡大、縮小をすることができる。また、フ
ォーカスレンズを光軸に沿って移動させることにより、被写体像のピントを調整すること
ができる。
【００１３】
　レンズ駆動部１２０は光学系１１０に含まれる各種レンズを駆動する。例えば、レンズ
駆動部１２０は、ズームレンズを駆動するズームモータ及び／またはフォーカスレンズを
駆動するフォーカスモータを含む。
【００１４】
　絞り３００は、ユーザの設定に応じてまたは自動で開口部の大きさが調整され、透過す
る光の量を調整する。
【００１５】
　シャッタ１３０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０に透過させる光を遮断するための手段
である。本実施の形態では、シャッタ１３０はフォーカルプレーン型のシャッタで構成さ
れる。
【００１６】
　ＣＣＤイメージセンサ１４０は、光学系１１０で形成された被写体像を撮像して、画像
データを生成する。ＣＣＤイメージセンサ１４０は、露光、転送、電子シャッタなどの各
種動作を行う。
【００１７】
　Ａ／Ｄコンバータ１５０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０で生成されたアナログ画像デ
ータをデジタル画像データに変換する。
【００１８】
　画像処理部１６０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０により生成され、その後Ａ／Ｄコン
バータ１５０により変換された画像データに対して各種処理を施す。例えば、画像処理部
１６０は、表示モニタ２２０に表示するための画像データを生成したり、メモリカード２
００に格納するための画像データを生成したりする。具体的には、画像処理部１６０は、
ＣＣＤイメージセンサ１４０で生成され、Ａ／Ｄコンバータ１５０によりデジタルデータ
に変換された画像データに対してガンマ補正やホワイトバランス補正、傷補正などの各種
処理を行う。また、画像処理部１６０は、ＪＰＥＧ規格に準拠した圧縮形式等に基づき画
像データを圧縮する。画像処理部１６０は、ＤＳＰ（Digital Signal Processor）やマイ
コンなどで実現可能である。
【００１９】
　コントローラ１８０は、全体を制御する制御手段である。コントローラ１８０は、半導
体素子などで実現可能である。コントローラ１８０は、ハードウェアのみで構成してもよ
いし、ハードウェアとソフトウェアとを組み合わせることにより実現してもよい。コント
ローラ１８０は、マイコンなどで実現できる。
【００２０】
　バッファ１７０は、画像処理部１６０及びコントローラ１８０のワークメモリとして機
能する。バッファ１７０は、例えば、ＤＲＡＭ、強誘電体メモリなどで実現できる。
【００２１】
　カードスロット１９０は、メモリカード２００を挿入可能であり、機械的及び電気的に
メモリカード２００と接続可能である。メモリカード２００は、フラッシュメモリまたは
強誘電体メモリ等を含み、画像処理部１６０で処理された画像ファイル等のデータを格納
可能である。
【００２２】
　操作部材２１０は、ユーザからの操作を受け付けるユーザーインターフェースである。
例えば、ユーザからの操作を受け付ける十字キー及び／または決定釦等を含む。
【００２３】
　表示モニタ２２０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０で生成した画像データが示す画像や
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、メモリカード２００から読み出した画像データが示す画像を表示可能である。
【００２４】
　１－２－２．背面構成
　本実施の形態にかかるデジタルカメラ１００の背面構成について図２を用いて説明する
。図２は、デジタルカメラ１００の背面構成の模式図である。
【００２５】
　デジタルカメラ１００は、上面部にレリーズ釦２３０とシャッタスピードダイヤル２７
０とを有する。レリーズ釦２３０はユーザの押下操作を受け付ける。ユーザは、レリーズ
釦２３０を半押しすることにより、デジタルカメラ１００にオートフォーカス動作をさせ
ることができる。シャッタスピードダイヤル２７０は回転操作が可能となっている。シャ
ッタスピードダイヤル２７０には複数の目盛りが割り当てられている。それぞれの目盛り
には、シャッタスピードが割り当てられている。ユーザは、シャッタスピードダイヤル２
７０を回転させることにより、デジタルカメラ１００のシャッタスピードを設定すること
ができる。
【００２６】
　デジタルカメラ１００は、背面部に十字キー２４０、プレビュー釦２５０、ディスプレ
イ釦２６０、表示モニタ２２０等を有する。十字キー２４０は、ユーザによる押下操作を
受け付ける。十字キー２４０は、上下左右の選択釦２４１と、中央の決定釦２４３とから
構成される。ユーザは、各種選択釦２４１、２４３を押下することにより、種々の選択を
行うことができる。また、ユーザは、決定釦２４３を押下することにより、選択釦２４１
により行った選択を決定することができる。プレビュー釦２５０とディスプレイ釦２６０
とは、ユーザにより押下されることで操作される。表示モニタ２２０は、撮像した画像の
表示、メニュー画面の表示を行う。ユーザは、メニュー画面上で絞りの設定などを行うこ
とができる。
【００２７】
　１－３．動作
　本実施の形態のデジタルカメラ１００において、ユーザは、表示モニタ２２０を介して
スルー画像を視認することができる。また、デジタルカメラ１００は、通常モードとプレ
ビューモードの何れかのモードによって表示モニタ２２０にスルー画像を表示することが
できる。ここで、通常モードとは、絞り値やシャッタスピード等の設定に関わらず、同じ
明るさ、同じ被写界深度、同じフレームレートでスルー画像を表示モニタ２２０に表示す
るモードである。本実施形態では、通常モードにおいて、スルー画像のフレームレートは
６０（ｆｐｓ）とし、ＣＣＤイメージセンサ１４０の撮像周期は６０（Hz）とする。
【００２８】
　一方、プレビューモードとは、ユーザが行った露光に関する設定に基づき、明るさ、被
写界深度及びフレームレートを調整したスルー画像を表示モニタ２２０に表示するモード
である。露光に関する設定とは、少なくとも、シャッタスピード、絞りまたはＩＳＯ感度
を含む。すなわち、プレビューモードでは、絞りまたはシャッタスピードを設定された値
に調整して実際に画像を撮影し、その撮影した画像を表示モニタ２２０に表示する。これ
により、絞りまたはシャッタスピードの設定値の撮像画像への影響を確認することが可能
となる。このようにプレビューモードでは、絞り３００等を、設定されている値に実際に
調整することにより、明るさ及び被写界深度等が調整されたスルー画像が表示モニタ２２
０に表示される。すなわち、ユーザにより設定された撮像条件（絞り、シャッタスピード
等）下で実際に撮像された画像が表示モニタ２２０に表示される。
【００２９】
　本実施形態では、プレビューモードは、絞りプレビューモードとシャッタスピード・プ
レビューモードを含む。絞りプレビューモードは、絞り３００をその設定値に実際に調整
して撮像された画像を表示する。シャッタスピード・プレビューモードは、絞り３００及
びシャッタスピードそれぞれをそれらの設定値に実際に調整して撮像された画像を表示す
る。以下、シャッタスピード・プレビューモードでの動作を詳細に説明する。
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【００３０】
　１－３－１．シャッタスピード・プレビューモード
　シャッタスピード・プレビューモードでの動作について図３、図４を用いて説明する。
図３は、シャッタスピード・プレビューモードでの動作を説明するためのフローチャート
である。図４は、シャッタスピード・プレビューモードでの動作を説明するための模式図
である。
【００３１】
　図３を参照し、例えば、ユーザが表示モニタ２２０に表示されたメニュー画面上でモー
ドを設定することにより、デジタルカメラ１００はシャッタスピード・プレビューモード
に設定される（Ｓ１００）。シャッタスピード・プレビューモードでは、コントローラ１
８０は、絞り３００の開口及びＣＣＤイメージセンサ１４０の電子シャッタのシャッタス
ピードをそれぞれに対する設定値にしたがい実際に調整し、絞り値及びシャッタスピード
が調整された状態でＣＣＤイメージセンサ１４０により画像が撮影される。
【００３２】
　シャッタスピード・プレビューモードに設定されると、デジタルカメラ１００のコント
ローラ１８０は、現在設定されているシャッタスピードが基準値より高速か否かを判断す
る（Ｓ１１０）。本例では基準値は１／６０（sec）としている。デジタルカメラ１００
において通常にスルー画像を表示する際のフレームレートが６０（ｆｐｓ）であるため、
そのフレームレートに対応する速度に前述の基準値を一致させている。
【００３３】
　なお、デジタルカメラ１００において設定されるシャッタスピードは、ユーザ操作によ
り設定された露光に関する設定（シャッタスピード、絞り、ＩＳＯ感度等）に基づき設定
される。例えば、シャッタスピードは、ユーザによりシャッタスピードダイヤル２７０を
介して直接設定されることができる。または、ユーザ操作により、絞り、ＩＳＯ感度、ま
たは種々の撮影モード等が設定されたときに、コントローラ１８０により、その設定に応
じたシャッタスピードが自動的に設定されてもよい。例えば、ユーザにより絞りの値が設
定されたきに、コントローラ１８０は、その絞りの値に応じた好適な値にシャッタスピー
ドを設定してもよい。
【００３４】
　シャッタスピードが基準値（１／６０（sec））より高速であると判断すると、コント
ローラ１８０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０で連続的に撮像した画像データの一部を間
引いた画像を表示モニタ２２０にスルー画像として表示する（Ｓ１２０）。一方、シャッ
タスピードが基準値（１／６０（sec））より低速であると判断すると、コントローラ１
８０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０で連続的に撮像した画像データの全てをスルー画像
として表示する（Ｓ１３０）。この動作の詳細について図４を用いて説明する。
【００３５】
　通常モードでスルー画像を表示する際は、図４（Ａ）に示すように１／６０（sec）の
シャッタスピードで撮像した画像データを順次表示モニタ２２０に表示する。
【００３６】
　設定されているシャッタスピードが、基準値すなわち１／６０（sec）より低速である
場合、コントローラ１８０は、図４（Ｂ）に示すように、設定されているシャッタスピー
ドと同じ時間ＣＣＤイメージセンサ１４０を露光し、生成された画像データを全て表示モ
ニタ２２０に表示させるように制御を行う。図４（Ｂ）の例では、１秒間に１６枚の画像
が撮像されるため、実質的な画像表示のフレームレートは１６（ｆｐｓ）となる。このよ
うな表示方法により、フレームレートが通常モードよりも低いフレームレートととなり、
設定されているシャッタスピードに対応した露光時間で撮影された画像を表示モニタ２２
０に連続的に表示することができる。その結果、ユーザは、設定されているシャッタスピ
ードにより被写体像の撮像を行った際に得られる画像の大体の出来栄えを、実際の撮像を
行う前に容易に確認することができる。
【００３７】
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　一方、設定されているシャッタスピードが基準値すなわち１／６０（sec）より高速で
ある場合、コントローラ１８０は、図４（Ｃ）に示すように、設定されているシャッタス
ピードに対応する時間だけＣＣＤイメージセンサ１４０を露光させる。そして、コントロ
ーラ１８０は、生成された複数フレームの画像データのうちの一部のフレームのみを表示
モニタ２２０に表示させる。図４（Ｃ）では、ＣＣＤイメージセンサ１４０の露光により
生成した全ての画像データのうち、ハッチングを施した画像データ以外の画像データ２８
０と画像データ２９０のみが表示モニタ２２０に表示される。図４（Ｃ）の例では、撮像
された全画像データ数と実際に表示される画像データ数の比は１２：１となっており、実
質的な画像表示のフレームレートは約１０（ｆｐｓ）となる。
【００３８】
　このように、表示時のフレームレートが通常モードよりも低いフレームレートとなるた
め、高速なシャッタスピードで撮像した画像についても、一瞬停止しているような画像を
表示モニタ２２０に連続的に表示することができ、ユーザは画像の内容を視認しやすくな
る。その結果、ユーザは、設定されているシャッタスピードにより被写体像の撮像を行っ
た際に得られる画像の大体の出来栄えを、実際の撮像を行う前に容易に確認することがで
きる。
【００３９】
　以上のように、シャッタスピード・プレビューモードにおいては、単位時間あたりの、
ＣＣＤイメージセンサ１４０により撮像された画像の数と、実際に表示される画像の数と
の比を、設定されたシャッタスピードに応じて変化させる。具体的には、設定されたシャ
ッタスピードが基準値に等しいかそれよりも遅いときは、撮像された画像の数と実際に表
示される画像の数との比を１：１に設定し、設定されたシャッタスピードが基準値よりも
速いときは、撮像された画像の数と実際に表示される画像の数との比を、所定値（＞１）
：１に設定する。
【００４０】
　１－３－２．通常モードとプレビューモード間の移行
　通常モードとプレビューモード間の移行について図５を用いて説明する。図５は、通常
モードとプレビューモード間の移行について説明するためのフローチャートである。本実
施形態では、プレビュー釦２５０により通常モードとプレビューモードが切替えられ、さ
らにプレビューモードにおいて、ディスプレイ釦２６０により絞りプレビューモードとシ
ャッタスピード・プレビューモードが切替えられる。
【００４１】
　図５を参照し、ユーザは、操作部材２１０を操作することにより、デジタルカメラ１０
０を通常モードに設定することができる（Ｓ２００）。デジタルカメラ１００が通常モー
ドに設定されると、コントローラ１８０は、プレビュー釦２５０が押下されたか否かを判
断する（Ｓ２１０）。
【００４２】
　プレビュー釦２５０が押下されたと判断すると、コントローラ１８０は、デジタルカメ
ラ１００を絞りプレビューモードに設定し、絞り３００の絞り値を設定されている絞り値
に調整する（Ｓ２２０）。
【００４３】
　絞り３００の絞り値の調整を行うと、コントローラ１８０は、ユーザによりプレビュー
釦２５０が再度押下されたか否かを判断する（Ｓ２３０）。プレビュー釦２５０が再度押
下されたと判断すると、コントローラ１８０は、絞りプレビューモードから抜けて通常モ
ードへと移行するようにデジタルカメラ１００を制御する。一方、再度プレビュー釦２５
０が押下されていないと判断すると、コントローラ１８０は、ディスプレイ釦２６０が押
下されたか否かを判断する（Ｓ２４０）。
【００４４】
　ディスプレイ釦２６０が押下されたと判断すると、シャッタスピード・プレビューモー
ドへ移行するようデジタルカメラ１００を制御する（Ｓ２５０）。シャッタスピード・プ
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レビューモードへ移行すると、コントローラ１８０は、ディスプレイ釦２６０が再度押下
されたか否かを判断する（Ｓ２６０）。
【００４５】
　再度ディスプレイ釦２６０が押下されたと判断すると、コントローラ１８０は、シャッ
タスピードのプレビューモードを抜けて、絞りプレビューモードに入るようデジタルカメ
ラ１００を制御する。一方、ディスプレイ釦２６０が押下されていないと判断すると、コ
ントローラ１８０は、プレビュー釦２５０が押下されたか否かを判断する（Ｓ２７０）。
【００４６】
　プレビュー釦２５０が押下されたと判断すると、コントローラ１８０は、シャッタスピ
ードのプレビューモードから抜けて、通常モードに入るようデジタルカメラ１００を制御
する。このように、本実施の形態にかかるデジタルカメラ１００は、１回のプレビュー釦
２５０の押下操作によりシャッタスピードのプレビューモードから一気に通常モードに戻
ることが可能な構成をとる。これにより、ユーザは、デジタルカメラ１００を容易に通常
モードへ戻すことができる。
【００４７】
　なお、本実施の形態のデジタルカメラ１００は、シャッタスピード・プレビューモード
に設定された際に、シャッタスピードのみならず絞りについても設定されている値に調整
する。しかしながら、必ずしもこのような構成である必要はない。例えば、シャッタスピ
ード・プレビューモードにおいて、シャッタスピードのみを設定値に調整するようにして
もよい。
【００４８】
　また、本実施の形態にかかるデジタルカメラ１００においては、通常モードにおいて６
０（ｆｐｓ）で動画像を表示する。しかしながら、必ずしもこのような構成である必要は
ない。例えば、スルー画像を３０（ｆｐｓ）または２４（ｆｐｓ）で表示するような構成
であってもよい。この場合、シャッタスピード・プレビューにおいて画像の間引きを行う
か否かを決定するために使用される基準値は、１／３０（sec）または１／２４（sec）に
設定すればよく、これにより上記の例と同様の効果が得られる。
【００４９】
　また、上記の例では、基準値を１／６０（sec）としてシャッタスピード・プレビュー
における画像の間引きの実行を判断した。しかしながら、基準値の値はこれに限られず、
他の値、例えば１／３０（sec）に設定してもよい。
【００５０】
　なお、本実施形態のコントローラ１８０は、何れかのプレビューモードに設定されてい
る際に、レリーズ釦２３０の半押し操作を受け付けたときに、プレビューモードから抜け
て通常モードに入るようにデジタルカメラ１００を制御し、オートフォーカス動作を行う
ようにレンズ駆動部１２０を制御している。これにより、各プレビューモードにおいて、
ユーザは迅速に撮影を開始することができ、シャッタチャンスを逃すことを防止できる。
【００５１】
　１－４．本実施の形態のまとめ
　本実施の形態のデジタルカメラ１００は、露光することにより画像データを生成するＣ
ＣＤイメージセンサ１４０と、ＣＣＤイメージセンサ１４０により生成された画像データ
に基づいて動画像を表示可能な表示モニタ２２０と、ユーザによる設定を受け付ける操作
部材２１０と、ＣＣＤイメージセンサ１４０の露光時間をシャッタスピードに応じて調整
するシャッタ１３０と、操作部材２１０を介してユーザにより設定された露光に関する設
定に応じてシャッタスピードを決定するコントローラ１８０と、コントローラ１８０によ
り決定されたシャッタスピードに応じて、ＣＣＤイメージセンサ１４０及び表示モニタ２
２０を制御するコントローラ１８０とを備える。コントローラ１８０は、決定したシャッ
タスピードに応じて、表示モニタ２２０における動画像表示のフレームレートを変更する
。
【００５２】



(9) JP 5389576 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

　上記の構成により、ユーザは、設定されたシャッタスピードにより被写体像の撮像を行
った際の大体の出来栄えについて実際の撮像を行う前に確認することができる。
【００５３】
　また、コントローラ１８０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０により連続的に生成された
画像データの中の一部の画像データを表示モニタ２２０に表示させるようにする制御と、
連続的に生成された画像データの全部を表示モニタ２２０に表示させるようにする制御と
を切り替えることにより、動画像表示のフレームレートを変更する。
【００５４】
　これにより、ユーザは、設定されているシャッタスピードにより被写体像の撮像を行っ
た際の大体の出来栄えについて実際の撮像を行う前に確認することができる。
【００５５】
　また、コントローラ１８０は、決定したシャッタスピードが所定の基準値よりも速い場
合には、ＣＣＤイメージセンサ１４０により連続的に生成された画像データの中の一部の
画像データに基づいて動画像を表示するように表示モニタ２２０を制御する。なお、表示
モニタ２２０は通常所定のフレームレートで動画像を表示可能であり、所定の基準値は、
表示モニタ２２０の所定のフレームレートで１フレームを表示する時間に対応した値であ
る。
【００５６】
　これにより、高速なシャッタスピードで撮像した画像についても、一瞬停止しているよ
うな画像を表示モニタ２２０に連続的に表示することができる。その結果、ユーザは、設
定されているシャッタスピードにより被写体像の撮像を行った際の大体の出来栄えについ
て実際の撮像を行う前に確認することができる。
【００５７】
　また、コントローラ１８０は、決定したシャッタスピードが、所定の基準値よりも遅い
場合には、ＣＣＤイメージセンサ１４０により連続的に生成された全ての画像データに基
づいて動画像を表示するように表示モニタ２２０を制御する。
【００５８】
　これにより、ユーザは、設定されているシャッタスピードにより被写体像の撮像を行っ
た際の大体の出来栄えについて、実際の撮像を行う前に確認することができる。
【００５９】
　また、本実施形態のデジタルカメラ１００は、所定のフレームレートで表示モニタ２２
０における動画像表示が行われる通常モードと、コントローラ１８０により決定されたシ
ャッタスピードに応じて表示モニタ２２０における動画像表示のフレームレートが変更す
るプレビューモードとを有する。
【００６０】
　プレビューモードにより、ユーザは、設定されているシャッタスピードにより被写体像
の撮像を行った際の大体の出来栄えについて、実際の撮像を行う前に確認することができ
る。
【００６１】
２．実施の形態２
　実施の形態２のデジタルカメラについて説明する。デジタルカメラの構成は図１に示す
とおりである。特に説明しない構成、動作については実施の形態１のものと同様である。
本実施形態のデジタルカメラは、ＣＣＤイメージセンサ１４０の撮像周期を切り替えるこ
とでプレビューモードにおける動画像表示のフレームレートを変更する。
【００６２】
　２－１．動作
　２－１－１．シャッタスピード・プレビューモード
　実施の形態２におけるシャッタスピード・プレビューモードについて図６を用いて説明
する。図６は、実施の形態２にかかるシャッタスピード・プレビューモードを説明するた
めの模式図である。
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【００６３】
　本実施の形態のシャッタスピード・プレビューモードでは、シャッタスピードが基準値
（ここでは、１／６０（sec））より早く設定されている場合に実施の形態１の場合と異
なる制御が行われる。
【００６４】
　実施の形態２のデジタルカメラ１００において、シャッタスピードが基準値（１／６０
（sec））と等しい場合及び基準値より遅い場合の動作は、それぞれ実施の形態１と同様
である（図６（Ａ）、図６（Ｂ）参照）。
【００６５】
　シャッタスピードが基準値（１／６０（sec））より早い場合、図６（Ｃ）のように、
一定の時間間隔毎に、設定されているシャッタスピードで画像３１０、３２０を撮像し、
それらの画像３１０、３２０を全て（間引きせずに）表示モニタ２２０に表示させるよう
にする。このように、本実施の形態においては、表示モニタ２２０に表示させないタイミ
ングにおいては、ＣＣＤイメージセンサ１４０を停止させる。このようにＣＣＤイメージ
センサ１４０を一定期間停止させることによって、表示モニタ２２０に表示する動画像の
フレームレートを変更している。
【００６６】
　このように、本実施の形態では、表示の必要のない場合においてＣＣＤイメージセンサ
１４０による画像の撮像を行わない。これにより、デジタルカメラ１００における電力消
費を低減することができる。
【００６７】
　２－２．本実施の形態のまとめ
　本実施の形態のデジタルカメラ１００は、露光することにより画像データを生成するＣ
ＣＤイメージセンサ１４０と、ＣＣＤイメージセンサ１４０により生成された画像データ
に基づいて動画像を表示可能な表示モニタ２２０と、ユーザによる設定を受け付ける操作
部材２１０と、シャッタスピードに応じてＣＣＤイメージセンサ１４０の露光時間を調整
するシャッタ１３０と、操作部材２１０を介してユーザにより設定された露光に関する設
定に応じて、シャッタスピードを決定するコントローラ１８０と、コントローラ１８０に
より決定されたシャッタスピードに応じて、ＣＣＤイメージセンサ１４０及び表示モニタ
２２０を制御するコントローラ１８０とを備える。コントローラ１８０は、決定したシャ
ッタスピードに応じて、表示モニタ２２０における動画像表示のフレームレートを変更す
る。コントローラ１８０は、ＣＣＤイメージセンサ１４０を連続的に露光し、複数の画像
データを連続的に生成するようにＣＣＤイメージセンサ１４０を制御する制御と、ＣＣＤ
イメージセンサ１４０の停止期間を設けてＣＣＤイメージセンサ１４０を間欠的に露光し
、複数の画像データを間欠的に生成するようにＣＣＤイメージセンサ１４０を制御する制
御とを切り替えることにより、フレームレートを変更する。
【００６８】
　これにより、ユーザは、設定されているシャッタスピードにより被写体像の撮像を行っ
た際の大体の出来栄えについて実際の撮像を行う前に確認することができる。さらに、Ｃ
ＣＤイメージセンサ１４０での電力消費を低減でき、デジタルカメラ全体として省電力を
実現できる。
【００６９】
３．他の実施の形態
　以上のように、本発明の実施の形態として実施の形態１、２を説明したが、実施形態は
これらに限定されない。以下、他の実施の形態をまとめて説明する。
【００７０】
　本実施の形態１及び２にかかる撮像装置は、シャッタとしてフォーカルプレーン型のシ
ャッタを用いた。しかしながら、必ずしもこのような構成である必要はない。例えば、シ
ャッタとしてレンズシャッタを用いてもよい。
【００７１】
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　本実施の形態１及び２にかかる撮像装置は、プレビュー釦とディスプレイ釦の押下によ
りシャッタスピード・プレビューモードに移行する構成とした。しかしながら、必ずしも
このような構成である必要はない。例えば、シャッタスピードがユーザにより設定される
シャッタスピード優先モードまたはマニュアルモードに設定された場合に、自動的にシャ
ッタスピード・プレビューモードに入るような構成としてもよい。これにより、ユーザが
シャッタスピードを意図的に設定したような場合において、ユーザは、常に現在設定され
ているシャッタスピードでどのような画像を撮像できるかを確認することができる。
【００７２】
　本実施形態の思想を適用した撮像装置の光学系及び駆動系は、図１に示すものに限定さ
れない。例えば、図１では３群構成の光学系を例示しているが、他の群構成のレンズ構成
としてもよい。また、それぞれのレンズは、１つのレンズで構成してもよく、複数のレン
ズから構成されるレンズ群として構成してもよい。
【００７３】
　実施の形態１では、撮像手段として、ＣＣＤイメージセンサ１４０を例示したが、撮像
手段はこれに限定されない。例えば、撮像手段をＣＭＯＳイメージセンサまたはＮＭＯＳ
イメージセンサで構成してもよい。
【００７４】
　画像処理部１６０とコントローラ１８０とは１つの半導体チップで構成してもよく、ま
たは、別々の半導体チップで構成してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００７５】
　本発明は、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮像装置に適用可能であ
る。
【符号の説明】
【００７６】
１００　デジタルカメラ
１１０　光学系
１２０　レンズ駆動部
１３０　シャッタ
１４０　ＣＣＤイメージセンサ
１５０　Ａ／Ｄコンバータ
１６０　画像処理部
１７０　バッファ
１８０　コントローラ
１９０　カードスロット
２００　メモリカード
２１０　操作部材
２２０　表示モニタ
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